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包括外部監査の結果に基づく措置について 

 

 

 包括外部監査の結果に基づき、また、当該監査の結果を参考として措置を講じ

たので、地方自治法第２５２条の３８第６項の規定により通知します。 

㊢ 



１ 措置を講じた監査テーマ及び監査結果に対する措置状況（令和３年７月１日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 監査結果に対する措置状況【一覧】（令和３年７月１日時点） 

  １ページから２ページまでのとおり 

 

３ 監査結果に対する措置内容（令和３年７月１日時点） 

  ３ページから８ページまでのとおり 

 

４ 措置状況の語句説明 

   措置済み … 結果又は意見に対して、措置が完了しているもの 

   措置せず … ・結果又は意見の対象が消滅したため措置を講じる必要がなくなったもの 

・措置を講じないことを決定したもの                    

   対応中  … 結果又は意見に対して、 

・具体的な措置を実施中だが、完了に至っていないもの 

・措置を講じることは決まっているが、具体的な措置は開始されていないもの 

・措置を講じるか検討中であるもの                    など 

 

単位：件 

監査実施 

年度 
監査テーマ 

結果・意見 

⒜ 

今回、対応済み 
対応中 

⒜-⒝ 合計 

⒝ 

措置 

済み 

措置 

せず 

令和２年度 
下水道事業に関する財務事務の執行

及び経営に係る事業の管理について 

結果 ９ ４ ４ ０ ５ 

意見 22 ６ ６ ０ 16 



整理

番号
結果／意見 指摘事項 担当部 担当室課 措置状況

1 意見 中長期的に持続可能な経営を行うにふさわしい組織体制を構築することが望まれる 下水道部 経営室 対応中

2 結果 市経営戦略に示された「財政収支の将来予測に関する計算条件」が事実と異なる 下水道部 経営室 対応中

3 結果 市経営戦略に示された「財政収支の将来予測」の推計根拠が不明である 下水道部
経営室

管路保全室
水再生室

対応中

4 結果 市経営戦略に示された「下水道使用料の将来推移」に誤りがある 下水道部 経営室 対応中

5 意見 市経営戦略に示された「財政収支の将来予測」の計算条件に適切ではない項目がある 下水道部 経営室 対応中

6 意見
早急に下水処理場の統廃合に関する方針を決定するとともに、その方針を踏まえた老朽化対策、高度処理の導入を検討する
ことが望まれる

下水道部 水再生室 対応中

7 意見 今後の処理施設のあり方を踏まえて投資計画の見直しを行うことが必要である 下水道部 水再生室 対応中

8 意見 市経営戦略の見直しを行い精度の向上を図るべきである 下水道部 経営室 対応中

9 意見 公表資料の確認体制の強化が必要である 下水道部 経営室 対応中

10 意見 固定資産台帳の整備過程で備品購入費が二重に計上され資産計上額が過大となっている 下水道部 経営室 措置済み

11 意見
固定資産の取得財源である補助金等の財源の紐付けが原則的な方法で行われておらず、その理由についても文書化されて
いない

下水道部 経営室 措置済み

12 結果 固定資産台帳整備に関する資料が適切に保管されておらず、適切に固定資産台帳が整備されたかを検証できなかった 下水道部 経営室 対応中

13 意見 実態に即した固定資産の老朽化状況を把握するための方法を検討すべき 下水道部 経営室 対応中

14 意見 固定資産の現物管理に関する取扱いを定めることが望まれる 下水道部
管路保全室
水再生室
経営室

対応中

15 意見 下水道台帳と固定資産台帳の連携を図ることが望まれる 下水道部
管路保全室

経営室
措置済み

16 意見 正雀前処理場については有効活用すべき 下水道部 水再生室 対応中

17 意見 繰出率の算定根拠について部内の決裁を経て内容を確定するとともに、適切に文書保管を行うことが必要である 下水道部 経営室 措置済み

18 意見 一般会計からの繰入金のうち減価償却費に係る繰出率が実態に即しているか確認できない 下水道部 経営室 対応中

19 意見 「維持管理費－処理場－人件費」に係る繰出率の算定方法が、実態を踏まえて適切であるか改めて検討することが望まれる 下水道部 経営室 対応中

令和２年度包括外部監査結果に対する措置状況【一覧】（令和３年７月１日時点）
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整理

番号
結果／意見 指摘事項 担当部 担当室課 措置状況

20 意見 市の下水道事業の特性・実態を踏まえて「吹田市版　下水道事業に係る繰出基準」の検討を行うことが望まれる 下水道部 経営室 対応中

21 意見 下水道使用料の妥当性の定期的な検証と見直しの検討が必要である 下水道部 経営室 対応中

22 意見 持続可能な下水道事業のための使用料のあり方についての検討が望まれる 下水道部 経営室 対応中

23 結果 南吹田処理場の旧脱水機棟（簿価1億円）については減損処理の検討を行うことが必要である 下水道部
経営室

水再生室
措置済み

24 結果 正雀前処理場(簿価：土地3.7億円、建物等1.6 億円)については減損処理の検討を行うことが必要である 下水道部
経営室

水再生室
措置済み

25 結果 退職給付引当金等の計上方法に関する「吹田市下水道事業の財務の特例を定める規則」の見直しが必要である 下水道部 経営室 対応中

26 意見 退職給付引当金に係る一般会計の負担割合の根拠と妥当性が不明である 下水道部 経営室 対応中

27 結果 退職給付引当金に関する一般会計との負担割合に関する決算書の注記が不十分 下水道部 経営室 措置済み

28 結果 賞与等引当金に関する一般会計との負担割合に関する決算書の注記が不十分 下水道部 経営室 措置済み

29 意見
雨水事業・汚水事業の収支分離による適切な事業管理の観点から、セグメント区分を行うとともに、予算書及び決算書におけ
るセグメント情報による注記を検討することが望まれる

下水道部 経営室 対応中

30 意見 決算時における貯蔵品（人孔蓋）の確認体制を強化することが望まれる 下水道部 管路保全室 措置済み

31 意見 正雀下水処理場跡地等の土地の所管換え(売却)に伴う収益の繰延処理（約11億円）については見直しを行うべきである 下水道部 経営室 措置済み
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1 意見 42
中長期的に持続可能な経営を行うにふさわしい組織体
制を構築することが望まれる

下水道部 経営室

在課年数の長期化を図るため人事担当部局と調整を図る
とともに、他自治体への派遣及び外部研修、OJT等を活用
しながら人材を育成し、下水道事業全体を把握し方向性を
示せるチームの設置を検討します。

対応中

2 結果 52
市経営戦略に示された「財政収支の将来予測に関する
計算条件」が事実と異なる

下水道部 経営室
経営戦略の「財政収支の将来予測に関する計算条件」の部
分を正しい計算条件に修正し、ホームページに掲載します。

対応中

3 結果 53
市経営戦略に示された「財政収支の将来予測」の推計根
拠が不明である

下水道部
経営室

管路保全室
水再生室

今後の経営戦略見直し及び改定時には、経営室で根拠資
料の保管及び計算条件の確認を行います。

対応中

4 結果 53
市経営戦略に示された「下水道使用料の将来推移」に誤
りがある

下水道部 経営室
経営戦略の「下水道使用料の将来推移」の部分を正しい数
値に修正し、他にも同様の誤りがないか確認を行い、ホーム
ページに掲載します。

対応中

5 意見 55
市経営戦略に示された「財政収支の将来予測」の計算条
件に適切ではない項目がある

下水道部 経営室

計算条件により、費用が保守的に見積もられている項目も
ありますが、本市下水道事業会計の資金繰りに大きく影響
を及ぼすものではなく、また、すぐに使用料の見直しという
状況にはありませんが、将来の経営状況を適切に反映した
ものになるよう、令和5年度の経営戦略の見直しの際に修
正します。

対応中

令和２年度包括外部監査結果に対する措置内容（令和３年７月１日時点）

整理

番号
結果／意見

報 告 書
該当ページ

指摘事項 担当部 担当室課 措置又は対応状況 措置状況
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令和２年度包括外部監査結果に対する措置内容（令和３年７月１日時点）

整理

番号
結果／意見

報 告 書
該当ページ

指摘事項 担当部 担当室課 措置又は対応状況 措置状況

6 意見 58
早急に下水処理場の統廃合に関する方針を決定するとと
もに、その方針を踏まえた老朽化対策、高度処理の導入
を検討することが望まれる

下水道部 水再生室

南吹田下水処理場と川面下水処理場の統廃合について
は、用地確保が困難な状況であり、目途が立っておりませ
ん。今後の処理場のあり方として、現位置での建替えを含
め、検討を進めます。

対応中

7 意見 63
今後の処理施設のあり方を踏まえて投資計画の見直しを
行うことが必要である

下水道部 水再生室
６の処理場のあり方の検討とあわせて、投資計画を立てて
いく予定です。

対応中

8 意見 64 市経営戦略の見直しを行い精度の向上を図るべきである 下水道部 経営室
令和5年度の経営戦略の見直しの際には、指摘のあった見
直しが必要な事項について、重点的に取り組みます。

対応中

9 意見 64 公表資料の確認体制の強化が必要である 下水道部 経営室
今後、公表する資料を作成する際には、チェックシートを作
成し、複数人で余裕を持ってチェックできるスケジュールに
なるように努めます。

対応中

10 意見 69
固定資産台帳の整備過程で備品購入費が二重に計上さ
れ資産計上額が過大となっている

下水道部 経営室

地方公営企業法適用前の備品台帳データを基に影響額を
調べた結果、備品購入費部分の二重計上による影響額は
軽微であり、また除却等を通じて差異はいずれ解消される
ことから、固定資産台帳の取得価額の修正は行わないこと
とします。

措置済み

11 意見 70
固定資産の取得財源である補助金等の財源の紐付けが
原則的な方法で行われておらず、その理由についても文
書化されていない

下水道部 経営室

平成29年度の地方公営企業法適用時には、工事別の財源
が分かる資料が一部整理されていなかったため、簡便的な
方法を採用しました。また、事後にはなりますが、起案処理し
文書化しました。

措置済み
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令和２年度包括外部監査結果に対する措置内容（令和３年７月１日時点）

整理

番号
結果／意見

報 告 書
該当ページ

指摘事項 担当部 担当室課 措置又は対応状況 措置状況

12 結果 71
固定資産台帳整備に関する資料が適切に保管されてお
らず、適切に固定資産台帳が整備されたかを検証できな
かった

下水道部 経営室
固定資産台帳整備時の基礎資料につきましては、引き続き
探索します。
あわせて、資料の保管方法については、方針を策定します。

対応中

13 意見 72
実態に即した固定資産の老朽化状況を把握するための
方法を検討すべき

下水道部 経営室

現状の固定資産台帳システムでは、地方公営企業法適用
時の台帳に遡って減価償却額累計額を把握し、実態に即し
た老朽化の指標を算定できないため、どのような手法で算
定するか検討します。

対応中

14 意見 73
固定資産の現物管理に関する取扱いを定めることが望ま
れる

下水道部
管路保全室
水再生室
経営室

【管路施設】

現在、吹田市下水道ストックマネジメント実施方針に基づき施設の

老朽化対策を進めており、管路施設については全市域を対象とし

て年次計画的に点検し、異常個所があれば調査するなど状況の把

握に努めています。点検については複数年（重要施設が８年、一般

施設が１５年）で市域の管路施設を網羅する計画であり、その結

果は調査も含め下水道台帳に反映しています。よって、点検及び調

査を継続的に実施することで、管路施設（固定資産）の定期的な

現物確認に代わるものと考えています。

【処理場・ポンプ場】

処理場・ポンプ場での現物と台帳の照合について、数年かけて

ローテーションで順に行うための運用ルールの整理を行います。

対応中

15 意見 74 下水道台帳と固定資産台帳の連携を図ることが望まれる 下水道部
管路保全室

経営室

固定資産台帳では、下水道施設の場所や管径や管種毎に
資産番号を振り分けしており、その資産番号を下水道台帳
システムの該当施設に登録することにより、連携を図ってい
ます。

措置済み

16 意見 74 正雀前処理場については有効活用すべき 下水道部 水再生室
令和4年度から資材置き場として活用するため、令和３年度
に設備の一部撤去等の工事を行います。

対応中
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令和２年度包括外部監査結果に対する措置内容（令和３年７月１日時点）

整理

番号
結果／意見

報 告 書
該当ページ

指摘事項 担当部 担当室課 措置又は対応状況 措置状況

17 意見 79
繰出率の算定根拠について部内の決裁を経て内容を確
定するとともに、適切に文書保管を行うことが必要である

下水道部 経営室

繰出率の変更に関する提案を行う文書「下水道会計運営費
負担金に係る繰出率の変更について」は市の下水道事業
の財務の特例を定める規則第22条第8号の「前号に掲げ
るものほか、市長が必要と認める帳簿」に位置づけ、事後に
はなりますが、起案処理し、文書保管を行うようにしました。

措置済み

18 意見 81
一般会計からの繰入金のうち減価償却費に係る繰出率
が実態に即しているか確認できない

下水道部 経営室

実態に即した減価償却費に係る繰出率については、雨水・
汚水事業のセグメント区分が必要ですが、本市下水道事業
は合流管比率が全国的に見て高い水準にあるため、雨水・
汚水事業のセグメント区分をしておりません。
セグメント区分については、各地方公営企業において判断
することとなっており、今後総務省等の動向を見ながら、他
市事例も参考に、その必要性も含め検討します。

対応中

19 意見 83
「維持管理費－処理場－人件費」に係る繰出率の算定方
法が、実態を踏まえて適切であるか改めて検討すること
が望まれる

下水道部 経営室
国の通知に基づいて適正に繰出金を算定しているため、そ
の算定方法の変更の必要性も含め、検討します。

対応中

20 意見 84
市の下水道事業の特性・実態を踏まえて「吹田市版　下
水道事業に係る繰出基準」の検討を行うことが望まれる

下水道部 経営室
国の通知に基づいて適正に繰出金を算定しているため、そ
の算定方法の変更の必要性も含め、検討します。

対応中

21 意見 89
下水道使用料の妥当性の定期的な検証と見直しの検討
が必要である

下水道部 経営室
今後は、経営戦略見直し及び改定年度に合わせて、下水道
使用料水準が妥当であるか検証し、また、下水道使用料の
見直しを検討します。

対応中

22 意見 91
持続可能な下水道事業のための使用料のあり方につい
ての検討が望まれる

下水道部 経営室
下水道使用料の現状分析及び見直しの検討を行っていくな
かで、持続可能な下水道事業のための使用料のあり方につ
いても検討します。

対応中
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令和２年度包括外部監査結果に対する措置内容（令和３年７月１日時点）

整理

番号
結果／意見

報 告 書
該当ページ

指摘事項 担当部 担当室課 措置又は対応状況 措置状況

23 結果 99
南吹田処理場の旧脱水機棟（簿価1億円）については減
損処理の検討を行うことが必要である

下水道部
経営室

水再生室

検討した結果、旧脱水機棟の施設・設備について休止して
いる資産はありますが、資産を施設単位でグルーピングした
場合、南吹田下水処理場については、現在も稼働中である
ため、減損処理をしないこととしました。

措置済み

24 結果 102
正雀前処理場(簿価：土地3.7億円、建物等1.6 億円)に
ついては減損処理の検討を行うことが必要である

下水道部
経営室

水再生室
令和２年度決算で資産価値を備忘価額まで切り下げ、減損
損失を計上しました。

措置済み

25 結果 107
退職給付引当金等の計上方法に関する「吹田市下水道
事業の財務の特例を定める規則」の見直しが必要である

下水道部 経営室
現在、規則の一部改正について関係室課と協議中であり、
協議終了後、改正手続を進めます。

対応中

26 意見 108
退職給付引当金に係る一般会計の負担割合の根拠と妥
当性が不明である

下水道部 経営室
現状が適切な水準であるか、検証を行い、関係室課と協議
のうえ、文書化を検討します。

対応中

27 結果 108
退職給付引当金に関する一般会計との負担割合に関す
る決算書の注記が不十分

下水道部 経営室
令和２年度決算書に、退職給付引当金に関して一般会計が
負担すると見込まれる額を注記しました。
以後、同様に注記を行います。

措置済み

28 結果 109
賞与等引当金に関する一般会計との負担割合に関する
決算書の注記が不十分

下水道部 経営室
令和２年度決算書に、賞与等引当金に関して一般会計が負
担すると見込まれる額を注記しました。
以後、同様に注記を行います。

措置済み
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29 意見 109

雨水事業・汚水事業の収支分離による適切な事業管理
の観点から、セグメント区分を行うとともに、予算書及び
決算書におけるセグメント情報による注記を検討すること
が望まれる

下水道部 経営室

本市下水道事業は合流管比率が全国的に見て高い水準に
あるため、雨水・汚水事業のセグメント区分をしておりませ
ん。セグメント区分については、各地方公営企業において判
断することとなっており、今後総務省等の動向を見ながら、
他市事例も参考に、その必要性も含め検討します。

対応中

30 意見 111
決算時における貯蔵品（人孔蓋）の確認体制を強化する
ことが望まれる

下水道部 管路保全室

令和3年3月31日、下水道部経営室担当者同席の下、資材
置場内の実在庫と帳簿在庫が一致していることを確認し、そ
の旨の起案報告を行っています。
今後、毎年同様の処理を行います。

措置済み

31 意見 115
正雀下水処理場跡地等の土地の所管換え(売却)に伴う
収益の繰延処理（約11億円）については見直しを行うべ
きである

下水道部 経営室
検討した結果、引き続き繰延処理を行うため、令和２年度決
算書に、収益の計上基準を注記しました。
以後、同様に注記を行います。

措置済み
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